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︱︱
ど
ん
な
現
代
世
界
を
映
し
だ
す
の
か

上／1970年の大阪万博会場。写真左の鋭く突き出た建物がソ連館、右
の平らな丸い建物がアメリカ館。写真奥にある5つの円柱の建物が日本
館。写真提供／大阪府　下／EXPO2025 大阪・関西万博会場のイメー
ジ図。写真提供／2025年日本国際博覧会協会

上／1937年のパリ万国
博覧会の様子。エッフェ
ル塔を背景に、ドイツ館
（左）とソビエト館（右）
が向かいあう。
©Séeberger Frères/ 
Centre des Monuments 
Nationaux
下／ドイツ館（左）には
「巨大な鷲」の像、ソビエ
ト館（右）には「労働者と
コルホーズの女性」像が。
©La Photolith

世
界
の
国
が
一
堂
に
会
す
る
万
国
博
覧
会
に
は
、

世
界
情
勢
が
象
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
典
型

的
な
例
が
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
パ
リ
万
国

博
覧
会
で
あ
る
。

「
近
代
生
活
に
お
け
る
芸
術
と
技
術
」
を
テ
ー
マ

に
四
十
四
ヶ
国
が
参
加
し
、
一
八
五
日
間
の
会
期

中
、
三
一
〇
四
万
人
が
入
場
し
た
。
平
和
的
な
博

覧
会
の
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
前
年
に
ス
ペ
イ

ン
の
内
戦
が
は
じ
ま
り
、
第
二
共
和
政
政
府
に
よ

る
ス
ペ
イ
ン
館
に
は
、
ド
イ
ツ
軍
の
爆
撃
に
抗
議

し
た
ピ
カ
ソ
の
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
が
出
展
さ
れ
た
。

さ
ら
に
会
場
の
写
真
を
見
る
と
、
明
治
二
十
二

（
一
八
八
九
）
年
の
第
四
回
パ
リ
万
博
の
と
き
に
建
設

さ
れ
た
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
そ
び
え
立
ち
、
手
前
に

は
二
つ
の
特
徴
的
な
パ
ビ
リ
オ
ン
が
向
か
い
あ
っ

て
い
る
。
国
章
に
あ
る
鎌
と
槌
を
か
か
げ
た
ソ
ビ

エ
ト
館
（
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
）
と
、
鷲
に
鉤
十
字
が
そ

び
え
る
ド
イ
ツ
館
で
あ
る
。
二
年
後
の
昭
和
十
四

（
一
九
三
九
）
年
、
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵

攻
が
は
じ
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
て

い
く
。
そ
の
直
前
の
ざ
わ
つ
く
世
界
を
象
徴
す
る

の
が
、
こ
の
会
場
風
景
で
あ
る
。

E
X
P
O
　
日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万
博
）
で

は
ど
う
だ
っ
た
か
。
東
西
対
決
の
〝
冷
戦
〟
の
時

代
、
ア
メ
リ
カ
館
と
ソ
連
館
が
、
絶
妙
に
対
峙
す

る
形
で
会
場
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
館
は
、
巨
大
な
ド
ー
ム
建
築
に
、
宇

宙
船
の
「
ア
ポ
ロ
8
号
」
の
司
令
船
や
、「
月
の

石
」
が
展
示
さ
れ
た
。
宇
宙
工
学
が
生
み
出
し
た

空
気
膜
構
造
に
よ
る
ド
ー
ム
で
、
こ
の
技
術
は
後

の
東
京
ド
ー
ム
な
ど
の
建
設
に
展
開
し
て
い
く
。

一
方
、
ソ
連
館
は
、
地
上
三
階
、
地
下
三
階
の
巨

大
な
建
築
で
、
天
井
ま
で
八
十
メ
ー
ト
ル
あ
る
吹

き
抜
け
に
は
、
同
国
が
開
発
し
た
宇
宙
船
「
ソ

ユ
ー
ズ
」
の
実
物
が
展
示
さ
れ
た
。

水
平
の
ド
ー
ム
と
垂
直
に
そ
び
え
る
建
築
。
二

つ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
対
照
的
な
外
観
を
示
し
て
、

自
国
の
国
力
や
文
化
を
誇
り
、
宇
宙
開
発
の
技
術

を
競
っ
た
。
会
場
の
航
空
写
真
を
見
る
と
、
に
ら

み
あ
う
よ
う
な
こ
の
二
館
を
核
に
、
他
の
国
々
の

パ
ビ
リ
オ
ン
も
絶
妙
な
位
置
に
配
さ
れ
て
い
る
。

日
本
館
は
距
離
を
あ
け
、
太
陽
の
塔
や
お
祭
り
広

場
を
は
さ
ん
で
、
東
側
に
位
置
し
て
い
た
。

会
場
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
イ
メ
ー
ジ
は
時
代
の

記
憶
を
呼
び
さ
ま
す
。
い
よ
い
よ
二
〇
二
五
年
の

大
阪
・
関
西
万
博
が
は
じ
ま
る
。
そ
こ
に
は
、
ど

ん
な
現
代
世
界
の
縮
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
と
て
も
興
味
深
い
。
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